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公益財団法人 東京コミュニティー財団 

  



1. 当期の概要 

   

当期も、引き続きコミュニティー財団としての事業拡大を目指して、新たな基金の設立に向

け、寄附検討者等との面談を通じ、当財団の設立目的、事業概要の説明等、民間の自主的な社会

貢献活動における「コミュニティー財団形式」の理解と啓蒙に努めました。 

当期においては、コミュニティー財団として行うべき社会的な役割について各種の検討を行

い、外部の専門家や専門機関との協議を進めることで、現在の社会的なニーズや要請に適うとと

もに、当財団の基盤を拡充するための新たな基金の設立に向けた活動を積極敵に行いました。 

2020 年年明けより新型コロナウイルス感染症の感染拡大が世界的な問題となる中、日本にお

いても広く社会全般で大きな影響を受けることとなり各種の問題が発生いたしました。そうした

状況の下、当財団ではそうした各種の問題に対して取り組む非営利事業への助成を目的として

「新型コロナウイルス感染症：拡大防止活動基金（以下、「新型コロナ基金」という）」を新たに

設立いたしました。同感染症に関する社会的な課題は非常に大きくなることが見込まれたため、

新型コロナ基金においては今まで以上に広く寄付募集及び助成事業の募集を行うことが必要であ

り外部の協力を得ることが不可欠との認識から、予てから当財団との協力関係について協議して

おりましたクラウドファンディング業界の最大手である株式会社 READYFOR と協力して行う

ことといたしました。同社にインターネット上での寄付募集、助成事業の募集及び助成候補事業

の一次選定についての業務委託を行うことにより、現在の当財団では未だ課題としております社

会への情報発信力の不足や業務執行のための人的資源を補うことができました。結果、一般社団

法人日本プロ野球選手会、一般社団法人生命保険協会、米国コカ・コーラ財団を始めとする延べ

20,717 名の個人・法人の皆さまから、8 億 7307 万円のご寄付をいただいております（2020 年

11 月末現在）。また、助成申請の件数につきましても 1,136 件の応募をいただき、当財団の審査

を経てその中から延べ 152 件の非営利事業に対して 7 億 5753 万円の助成を実施いたしました。

助成実施においては、2020 年４月の第１期から 2020 年 10 月の第５期（１回目）までの計６回

に亘る助成を行い、対象事業についても基金設立当初は主であったマスクや消毒薬等の衛生用品

の支援に関する事業から、徐々に医療従事者や救急隊員のメンタルケアに関する事業やコロナ禍

による生活困窮者の支援事業、全国的な休校に対する子供の学習支援やメンタルサポート、病院

へ行くことが出来なくなった妊産婦に対する支援など、その時々の社会的課題に迅速かつ適切に

対応する助成を行いました。なお、新型コロナ基金につきましては、2020 年 12 月末まで寄附の

募集を行い、2021 年１月に最終の第５期（２回目）の助成を行うこととしております。 

また、新型コロナ基金の他にも、事業指定助成プログラムとして日本国内に事業拠点を有する

非営利事業者を対象に、海外での新型コロナウイルス感染症の拡大防止を行う非営利事業を

2020 年９月に公募し、アフリカでの支援事業「ピーステック プロジェクト」を選定し基金の設

立を行っております（寄付募集期間の終了、助成実施ともに 2021 年１月を予定）。 

既設基金であるファンドクリエーション基金、エコプレッソ基金につきましても、当期も引き

続き寄附をいただき、助成を実施しております。また、既存の青少年育成サポート基金からの助



成も実施しております。 

新たな基金設立に向けての活動といたしましては、寄附候補者との接点を増やすべく金融機関

や税理士事務所、会計事務所との協議を推進し、その結果、金融機関１社と寄附者紹介に関する

提携を結ぶことができました。今後もこうした外部との協力関係を構築していくことを継続して

まいります。 

また、将来の財団の事業規模拡大に備えて、財団の運営体制の整備・拡充を行いました。引き

続き財団の各種規程を精査するとともに、業務監査の実施と四半期毎の理事会での監査結果報告

を行い、財団が法令・規程等に基づき適正に運営される体制構築に向けての施策についても、引

き続き継続して行っております。また、前期より導入を検討しておりました寄附者管理システム

についても、今後の寄附者増加に向けてシステム導入を行っております。当財団ホームページに

ついても、多くの寄附者・非営利組織・各種団体にアクセスいただけるよう改修を継続しており

ます。 

以上、当期の活動の結果、既設基金の２つについては昨年に続き助成を実施し、新たに設立し

た 2 基金については１基金で大半の助成を実施し、１基金については来期の助成実施を予定して

おります。さらに、来期以降については、新設の基金の設立に向けた取り組みを推進してまいり

ますとともに、引き続き当財団として社会的ニーズや社会的要請に対して応えるべく、今後も各

種の取り組みについて検討を進めていく方針であります。 

 

2. 資金の獲得 

（1）寄付金：ファンドクリエーション基金へ法人より 55 万円、エコプレッソ基金へ法人より

15 万円、新型コロナウイルス感染症：拡大防止活動基金へ個人及び法人より８億

7307 万円の計８億 7377 万円のご寄付をいただきました。 

（2）その他：補助金等、その他寄付以外による資金獲得はありませんでした。 

 

3. 助成事業 

（1）ファンドクリエーション基金より、10 件の非営利事業に対して計 50 万円の助成を行いま

した。 

（2）エコプレッソ基金より、１件の非営利事業に対して計 15 万円の助成を行いました。 

（3）青少年育成サポート基金より、2 件の非営利事業に対して計 60 万円の助成を行いました。 

（4）新型コロナウイルス感染症：拡大防止活動基金より、152 件の非営利事業に対して計 7 億

5753 万円の助成を行いました。 

 

4. 広報活動 

多くの寄附者・非営利組織・各種団体にアクセスいただけるよう財団ホームページの改修を

令和１年９月行いましたが、引き続き当期も部分回収を行っておりま、今後の当財団からの

情報発信を強化する体制を整えております。改修に当たっては、最小限の費用で効果的な改



修ができるように、評議員・理事・監事・事務局に加えて外部の方など、多くの意見を検討

し取り入れております。 

5. 管理関係 

＜評議員会＞ 

開催日 報 告 事 項 ・ 協 議 事 項 

2020 年２月 27 日 〔報告事項〕 

第 11 期（自 2018 年 12 月１日 至 2019 年 11 月 30日）事業報告の内容 

報告の件 

決 議 事 項 

１. 第 11 期（自 2018 年 12 月１日 至 2019 年 11 月 30日）貸借対照表、 

正味財産増減計算書、財産目録、並びにこれらの附属明細書等の承認の件 

２. 理事２名選任の件 

2020 年５月 19 日 報 告 事 項 ・ 協 議 事 項 

－ 

決 議 事 項 

１.定款の一部変更の件 

 

＜理事会＞ 

開催日 報 告 事 項 ・ 協 議 事 項 

2019 年 12 月 26 日 〔報告事項〕 

第 11 期第４四半期 業務執行状況報告 

第 11 期第４四半期 業務監査について 

決 議 事 項 

 － 

2020 年２月 10 日 報 告 事 項 ・ 協 議 事 項 

〔報告事項〕 

第 11 期（自 2018 年 12 月１日 至 2019 年 11 月 30日）事業報告の内容 

報告の件 

決 議 事 項 

１.第 11 期（自 2018 年 12月１日 至 2019 年 11 月 30 日）貸借対照表、 

正味財産増減計算書、財産目録、並びにこれらの附属明細書等の承認の件 

２.定時評議員会の招集の件 

2020 年３月 31 日 報 告 事 項 ・ 協 議 事 項 

－ 

決 議 事 項 

１. 新基金（新型コロナウイルス感染症 拡大防止活動基金）の設立について

の件 

２. READYFOR 株式会社との業務委託契約締結の件 

３. 「青少年サポート基金」助成先の承認の件 



 

2020 年４月 14 日 報 告 事 項 ・ 協 議 事 項 

〔報告事項〕 

第 12 期第１四半期 業務執行状況報告 

第 12 期第１四半期 業監査について 

〔協議事項〕 

 定款の一部変更についての検討 

決 議 事 項 

１. 「新型コロナウイルス感染症：拡大防止活動基金」第１期 助成先の承認 

の件 

2020 年４月 23 日 報 告 事 項 ・ 協 議 事 項 

〔協議事項〕 

定款の一部変更についての検討 

決 議 事 項 

１.臨時評議員会の招集の件 

2020 年５月 12 日 報 告 事 項 ・ 協 議 事 項 

〔報告事項〕 

内閣府への相談事項の状況について（事務局より） 

決 議 事 項 

１.「新型コロナウイルス感染症：拡大防止活動基金」第２期 助成先の承認 

の件 

2020 年６月９日 報 告 事 項 ・ 協 議 事 項 

〔報告事項〕 

内閣府への相談事項の状況について（事務局より） 

決 議 事 項 

１.「新型コロナウイルス感染症：拡大防止活動基金」第３期 助成先の承認 

の件 

２.「新型コロナウイルス感染症：拡大防止活動基金」の事業期間延長の件 

2020 年７月 15 日 報 告 事 項 ・ 協 議 事 項 

〔報告事項〕 

１. 第 12 期第２四半期 業務執行状況報告 

２. 第 12 期第２四半期 業務監査について 

３. 内閣府への相談事項の状況について（事務局より） 

決 議 事 項 

１.「新型コロナウイルス感染症：拡大防止活動基金」第４－１期 助成先の 

承認の件 

  



2020 年７月 28 日 報 告 事 項 ・ 協 議 事 項 

－ 

決 議 事 項 

１.「新型コロナウイルス感染症：拡大防止活動基金」第４－２期 助成先の 

承認の件 

2020 年９月２日 報 告 事 項 ・ 協 議 事 項 

－ 

決 議 事 項 

１. 事業指定助成プログラムの開始及び本年度の募集開始についての件 

２. 大和証券株式会社との寄附者紹介に関する契約締結の件 

３. 「ファンドクリエーション基金規程」新設の件 

2020 年９月 29 日 報 告 事 項 ・ 協 議 事 項 

－ 

決 議 事 項 

１. 本年度の事業指定助成プログラムの対象事業の決定及び新基金「ピース 

テック プロジェクト基金」の設立に関する件 

２. READYFOR 株式会社との業務委託契約締結の件 

2020 年 10 月 14 日 報 告 事 項 ・ 協 議 事 項 

－ 

決 議 事 項 

１.「新型コロナウイルス感染症：拡大防止活動基金」第５－１期 助成先の 

承認の件 

2020 年 11 月 25 日 報 告 事 項 ・ 協 議 事 項 

〔報告事項〕 

１. 第 12 期第３四半期 業務執行状況報告 

２. 第 12 期第３四半期 業務監査について 

３. 「ファンドクリエーション基金」のみなし譲渡益非課税証明の取得に 

ついて（事務局より） 

４.「ファンドクリエーション基金」及び「エコプレッソ基金」の応募状況の 

  件 

決 議 事 項 

１. 第 13 期（自 2020 年 12 月１日 至 2021 年 11 月 30日）事業計画書、 

収支予算書承認の件 

2020 年 11 月 30 日 報 告 事 項 ・ 協 議 事 項 

－ 

決 議 事 項 

１.「ファンドクリエーション基金」及び「エコプレッソ基金」助成先の承認 

の件 



 

＜助成委員会＞ 

開催日 決 議 事 項 

2020 年３月 30 日 １. 青少年育成サポート基金の助成先の決定の件 

２. 新基金（新型コロナウイルス感染症 拡大防止活動基金）の設立について

の件 

2020 年４月 14 日 決 議 事 項 

１.「新型コロナウイルス感染症：拡大防止活動基金」第１期 助成先の決定 

の件 

2020 年５月 11 日 決 議 事 項 

１.「新型コロナウイルス感染症：拡大防止活動基金」第２期 助成先の決定 

の件 

2020 年６月８日 決 議 事 項 

１.「新型コロナウイルス感染症：拡大防止活動基金」第３期 助成先の決定 

の件 

2020 年７月 15 日 決 議 事 項 

１.「新型コロナウイルス感染症：拡大防止活動基金」第４－１期 助成先の 

決定の件 

2020 年７月 28 日 決 議 事 項 

１.「新型コロナウイルス感染症：拡大防止活動基金」第４－２期 助成先の 

決定の件 

2020 年９月 28 日 決 議 事 項 

１. 本年度の事業指定助成プログラムの対象事業の決定及び新基金「ピース 

テック プロジェクト基金」の設立に関する件 

2020 年 10 月 14 日 決 議 事 項 

１.「新型コロナウイルス感染症：拡大防止活動基金」第５－１期 助成先の 

決定の件 

2020 年 11 月 30 日 決 議 事 項 

 １.「ファンドクリエーション基金」及び「エコプレッソ基金」助成先の 

決定の件 

 


